
1 はじめに

この論文は，先に“M 言語による日本語・

日本手話変換システムの方法”と題する論文1）

として，『Proceedings 2004 M Technology Asso-

ciation of Japan』に公表した内容に，その後の

理論の進展と基礎付けを加筆し，理論の妥当性

と整合性を強調するものである．

聾者間の対話を対象にして研究している人た

ちから，「日本手話は聾社会で発達した自然言

語で，聾社会の中で使用されてきた．聾者にと

って，日本手話はコミュニケーションの手段と

なるだけでなく，思考の手段であり，また認知

の根幹をなす非常に大切なものである．」2）と述

べられているように，日本手話は聴覚障害者に

とって認知の根幹をなす重要なものである．し

たがって聴覚障害者と健聴者がお互いの思考の

仕方をよりよく知るためには日本手話と日本語

の言語構造の違いを十分に理解する必要があ

る．また，日本語から日本手話へ，あるいは日

本手話から日本語へ変換できる技術が望まれ

る．

日本手話は日本語とは独立した自然言語とし
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て発展したものであるから，日本語と日本手話

とは言語構造が等しい根拠がなく，言語的互換

性を議論するには言語の単位や文法構造の違い

など正確に把握しなければならない．

日本語と日本手話の言語的構造のもっとも大

きな相違点は，日本語は音声言語として記号の

恣意性を保持するが，日本手話は象徴的であ

り，手話の記号は十分に恣意的ではないという

点にある．つまり手話は，ある意味で意味レベ

ルを押さえた言語であるという認識が重要であ

る．

このような観点から日本語のある単語のつな

がり，つまりある種の連語が手話の単語と互換

するとして，このような対応関係のデータベー

スを作ることが，筆者の一人とその共同研究者

によって，試みられた．3）

その後の継続した概念解析の研究で，4）さら

に記号の恣意性を保持した日本語の単語は，恣

意性を保持するが故に本来多義的であること

や，単語の結合によって結合語が一義化される

ダイナミックスなどが解明された．このような

一義化が進んだ連語は人間の知覚を直接的に誘

発することから，知覚連語と呼ばれた．知覚連

語の観点からすれば，手話単語はある種の知覚

連語に対応するものであるということが出来

る．

この論文の目的はつぎの 3つである．知覚連

語と日本手話の対応関係をもう一段詳細に追求

し日本語日本手話変換機能の高性能化を図るこ

と，M 言語で作成された日本語日本手話変換

機能の Active X コントロールを作成するこ

と．日本語日本手話変換機能と連動して動く，

手話ビデオクリップ・プレーヤーの Active X

コントロールを作成することである．

2 知覚連語のもつ意味要素

日本語の単語は本来多義的なものであり，語

が結合することによって意味が限定され，結合

語の意味は一意化する．このことは，意味的に

純粋な状態は単語によって実現されるのではな

く，いくつかの単語が結合し，単語どうしの相

互規定性によって一意化した，連語によって実

現されるということを意味している．意味的に

純粋な連語は，人間の知覚と直接的に結びつく

ので知覚連語と呼ばれるのがふさわしい．3）先

の論文で議論されたように，知覚連語は意味要

素を生成的に提起し，生成された意味要素は，

連語を構成する単語に包含される．

たとえば“飲む”という動詞は意味的に純粋

ではない．しかし，次のような連語を構成する

と意味的に純粋になり→の右に示される意味要

素を生成する．

“日本酒を飲む”→［飲酒］

“お酒を飲む”→［飲酒］

“お茶を飲む”→［飲緑茶］

“緑茶を飲む”→［飲緑茶］

“紅茶を飲む”→［飲紅茶］

“コーヒーを飲む”→［飲珈琲］

“スープを飲む”→［飲汁物］

“ビールを飲む”→［飲麦酒］

“薬を飲む”→［飲薬］

その結果“飲む”という単語はこれらの生成さ

れた意味の総てを包含することになり，

“飲む”

＝［飲酒／飲緑茶／飲紅茶／飲珈琲／飲汁物／飲

麦酒／飲薬］

となる．

このような事情は，形容詞についても同様

で，たとえば“高い”という形容詞は次のよう

な連語を構成する．

“本が高い”→［価格］

“山が高い”→［標高］

“背が高い”→［背丈］

“職責が高い”→［職位］

“品格が高い”→［品位］

“技術が高い”→［水準］
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“温度が高い”→［指数］

“圧力が高い”→［指数］

“知性が高い”→［水準］

“悪名が高い”→［知名度］

“目が高い”→［見識度］

“声が高い”→［振動数］

したがって，“高い”という形容詞は次のよう

な意味要素を包含する．

“高い”

＝［価格／標高／背丈／職位／品位／水準／指数／

知名度／見識度／振動数］

以上に見てきた，語の多義性と知覚連語の意

味的純粋性の関係は，ある種の知覚連語と手話

単語の同位性をするどく示唆するものである．

この関係性をさらに明白にするため，次の節で

は日本手話の意味構造を検討する．

3 手話単語の意味構造と知覚連語

日本手話は象徴的な言語であるから，手話単

語の一つ一つが意味的に純粋であり，意味要素

と直接対応する．このため，属性形容詞の多く

が形容詞の属性主体によって分離したり，動詞

が主語や目的語，手段，方法などによって分離

したりすることが指摘されている．5, 6）表記法

として，“〔 〕”で手話の意味単位（多くは手

話単語になる）を，“⇒”で，二重矢印の右の

単語（日本語）が，手話の意味単位によって分

離させられる日本語の単語であることを示すこ

とにすると，指摘されている内容は次のように

表現される．

（衢）属性主体によって分離する属性形容詞

〔背が高い〕⇒“高い”

〔鼻が高い〕⇒“高い”

〔悪名が高い〕⇒“高い”

〔物価が高い〕⇒“高い”

（衫）主語によって分離する動詞

〔彼が消える〕⇒“消える”

〔雪が消える〕⇒“消える”

〔明かりが消える〕⇒“消える”

〔火が消える〕⇒“消える”

（袁）目的語によって分離する動詞

〔ふすまを開ける〕⇒“開ける”

〔びんのふたを開ける〕⇒“開ける”

〔栓を開ける〕⇒“開ける”

〔ドアを開ける〕⇒“開ける”

〔ビールを飲む〕⇒“飲む”

〔コーヒーを飲む〕⇒“飲む”

〔スープを飲む〕⇒“飲む”

〔お茶を飲む〕⇒“飲む”

〔お酒を飲む〕⇒“飲む”

〔日本酒を飲む〕⇒“飲む”

〔薬を飲む〕⇒“飲む”

〔コップで飲む〕⇒“飲む”

〔ファックスを送る〕⇒“送る”

〔手紙を送る〕⇒“送る”

〔本を読む〕⇒“読む”

〔新聞を読む〕⇒“読む”

〔車を運転する〕⇒“運転する”

〔トラックを運転する〕⇒“運転する”

〔皿を並べる〕⇒“並べる”

〔コップを並べる〕⇒“並べる”

〔部屋をかたづける〕⇒“かたづける”

〔事件をかたづける〕⇒“かたづける”

〔人をかたづける〕⇒“かたづける”

（衾）手段，方法によって分離する動詞

〔包丁で切る〕⇒“切る”

〔ハサミで切る〕⇒“切る”

〔ノコギリで切る〕⇒“切る”

〔鋸で切る〕⇒“切る”

〔カッターで切る〕⇒“切る”

〔刀で切る〕⇒“切る”

〔一人で行く〕⇒“行く”

〔二人で行く〕⇒“行く”

〔三人で行く〕⇒“行く”

〔船で行く〕⇒“行く”

〔自動車で行く〕⇒“行く”
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〔飛行機で行く〕⇒“行く”

前節およびこの節の上述の議論で明らかなよ

うに，手話単語の多くは，ある種の知覚連語と

密接に対応するようになる．ただし，手話の表

現上の理由から，知覚連語 1つに対応する手話

が手話単語の 1つに対応するとは限らない．た

とえば“飲む”動作を表現するのに“コーヒ

ー”と“紅茶”では飲む器が等しいために手話

の一単語では区別がつけられない．従って“コ

ーヒーを飲む”と“紅茶を飲む”は“カップで

飲む”動作に先立って，“コーヒー”と“紅茶”

を区別する動作が付け加えられるのが普通であ

る．このような詳細な対応関係を見つけること

が日本語を機械的に手話通訳するための第一歩

である．

4 日本語文を知覚連語に分割する方式

意味的には，日本語文の知覚連語と日本手話

の単語が直接対応すると言っても，言語の文法

的な相違点は明らかにあって，そのために日本

語文を手話に変換する際には，いくつかの問題

が生じる．

そのうちの一つは，知覚連語分解に，ある範

囲の任意性がある，という問題にからんでい

る．たとえば“白い花が咲く”という文を知覚

連語に分割すると，通常は右方最大連語切断を

行って，

“白い花が咲く”

＝“白い花”＋“が”＋“咲く”

のように分割し，日本語の意味把握の上では，

この分割が正しいといえる．しかし，手話単語

の側から見ると，“白い”，“花が咲く”がそれ

ぞれ手話単語に対応する．したがって，

“白い花が咲く”

＝“白い”＋“花が咲く”

のように切断する方が，スムーズに手話コード

に変換される．

“白い花”，“花が咲く”はそれぞれ知覚連語で

あり，知覚連語の切断のクライテリオンでいえ

ば，最初の分割は右方最大連語切断，後の分割

は最小数連語切断である．

関西福祉科学大学紀要本号の「概念解析にお

ける学習機能」と題する別の論文で述べられる

ように，筆者の一人は M 言語特有の方法で，

右方最大連語切断と最小数連語切断の双方を行

う日本語解析システム「ささゆり」を完成させ

た．このシステムで，オプションにしたがっ

て，最小連語切断を選択することにすれば，日

本語・日本手話変換の基本的なスキームを与え

ることになる．

5 日本語文を手話コードに変換する

Active X コントロールと，手話コード

をもとにビデオ・クリップをプレイする

Active X コントロール

我々は，日本語文を手話コードに変換する

Active X コントロールと，手話コードをもと

にビデオ・クリップをプレイする Active X コ

ントロールの 2つを開発した．（図 1）

「ささゆり」の日本語解析の関数のうち，日

本語日本手話変換に関係するものの一つは

ˆNWFRECOG（X,Opt1,Opt2）である．この関数

が第一引数 X が日本語文のテキスト，第二引

数 Opt1が知覚連語の学習をするかしないかの

オプション，第三引数 Opt2が右方最大連語切

断か最小数連語切断かのオプション，をそれぞ

れ受け取り，X で受け取った日本語をオプシ

ョンにしたがって分割し連語間にスペースを入

れて，関数値として返す機能を持っている．

今一つの関数は ˆNWFSGN（X）であり，知

覚連語間にスペースの入ったテキストを引数

X で受け取り，知覚連語に対応する手話コー

ドに変換して返す．

日本語文を手話コードに変換する Active X

コントロールは 1つのメソッドと 2つのプロパ
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ティを持つ．メソッドは JtoSign の名前を持

ち，M サーバーの上述の 2つの関数を動かし

て，知覚連語間にスペースの入ったテキスト

と，これに対応する手話コードを 2つのプロパ

ティ DecompoText, SGNCode にそれぞれ渡す．

第二の Active X コントロールは，手話コー

ドをもとにビデオ・クリップをプレイするもの

であるが，これの中核は 1つの Windows Media

Player Ver. 7.01の Active X コントロール，1

つのテキストボックス，1つのリストボックス

である．テキストボックスのテキストはそのま

ま Active X コントロールのプロパティとな

る．日本語文を手話コードに変換する Active

X コントロールによって，手話コードがこの

テキストに渡されるとテキストの Change イベ

ントに応じてスペースで切断して内容をリスト

ボックスにリストし，リストボックスの手話コ

ードを Windows Media Player の EndOfStream

イベントに応じて次々とビデオ・クリップをプ

レイさせる．

図 1 HTML 文書に配置した Active X
日本語文を手話コードに変換する Active X コントロールと，手話コードをもとにビデオ
・クリップをプレイする Active X コントロール
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6 まとめ

我々は，手話単語と対応する知覚連語をもと

に日本語文を手話に翻訳する可能性を追求し

た．手話単語と知覚連語に対応関係が生じるの

は，どちらもが意味知覚のあるレベルを把握す

るものだからである．

しかし，日本語文を日本語としての意味単

位，つまり知覚連語で切断する仕方と，手話通

訳にとって都合の良い知覚連語で切断する仕方

とは異なっていた．日本語の意味解析に都合の

良い切断は右方最大連語切断であり，手話通訳

に都合の良い切断は最小数連語切断である．

我々は知覚連語分割システムを，オプション

で最小数連語切断を行うことの出来るように修

正し，これを日本語手話通訳システムに充当し

た．

我々の日本語日本手話通訳システムは日本語

文を手話コードに変換する Active X コントロ

ールと，手話コードをもとにビデオ・クリップ

をプレイする Active X コントロールによって

実現された．
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